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規格 方 式 機器，サービス 速 度
1G アナログ方式 ショルダーフォン，自動車電話 9．6キロバイト／秒
2G デジタル方式 携帯電話，PHS（メール） 9．6～30キロバイト／秒
3G 世界共通のデジタル方式 携帯電話（写真，インターネット） 348キロ～14メガバイト
3．9G LTE（3Gの進化版） スマートフォン ～100メガバイト／秒
4G LTE-Advanced スマートフォン（高精細動画） 100メガ～1ギガバイト／秒
表1 移動通信システムの進化（1Gから4Gまで）［2］










































































としている無線アクセスネットワーク（NSA : Non Stand Alone）構成で運用
される技術仕様で開始される。その後5Gのみで動作する無線アクセスネット





































































































































































































































































（出典）Business Intelligence THE INTERNET OF EVERYTHING :2015






















































































Circuit-switched voice Data Year-on-year growth
04
2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020













Note ; Mobile network data traffic also includes traffic generated by fixed wireless access（FWA）
services.
’Traffic does not include DVB-H, Wi-Fi or Mobile WiMAX, VoIP is included.





















































































































































能とした。20世紀後期には JIT（Just in Time）方式によるコスト低減と高流動
生産すなわち多品種少量生産が可能な柔軟性に対応した設備管理が考案され
た。21世紀に入って情報技術 ICTを用いた自動化が進展している。設備が高
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：機械は正常である   （7．14）

























   （7．17）
ただし， は共分散行列とする。
いま，, を検定対象とした場合，以下の仮説が立てられる。
 	   （7．18）
 
	   （7．19）
検定により残差数列の N 個の標本の分散を検定する。


































































［16］Ericsson :“Ericsson Mobility Report2020”, Q4update, pp.4,2021
［17］中川覃夫：“信頼性における取替問題について”，IEICE Fundamental Review Vol.8No.4，
pp.271，電子情報通信学会，2015
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